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Summary
Twenty four hours sampling of the room air in the newly built houses were performed by the pump

method with activated carbon. One hundred sixteen kinds of VOCs(Volatile Organic Compounds)

substances were measured in simultaneous analysis by the solvent extraction-GC/MS method. At one

house, the 1,4-Dichlorobenzene was detectesd 2.5 times of the criteria of Ministry of Health, Labour and

Welfare JAPAN 2.5 times .

TVOC concentration was detected from 1.2 times to 2.4 times of provisional guideline at three houses.

VOC concentration had the large difference among four new houses. More detailed examination is

required in consideration of the construction material or difference in living way of lives.

：室内空気 ， 揮発性有機化合物 ，Key Words Indoor Air Volatile Organic Compound

総揮発性有機化合物 ，Total Volatile Organic Compound

Provisional Guideline暫定指針値

Ⅰ は じ め に

1 HPLC「 （室内空気中の揮発性化合物実態調査 その ：

）」 ， ，法 でアルデヒド ケトン類の調査結果を報告したが

（ ）本報ではその他の揮発性有機化合物 以下 というVOC

及びアルデヒド ケトン類を含む総揮発性有機化合物 以， （

下 という）について報告する．本研究の一部はTVOC

国立医薬品食品衛生研究所他全国自治体の衛生環境研究

機関と共同で行った．共同研究の目的は大別して二つあ

り，第一に溶媒抽出 法の一斉分析でいくつの物-GC/MS

質が定量可能であるか，第二に厚生労働省が定める

暫定指針値の妥当性を検討することであった．今TVOC

回，共同研究の目的に加え，測定結果から各住宅の特徴

と の関係について若干の知見を得たので報告すVOC

る．

Ⅱ 調 査 方 法

調査対象住宅及び調査期間は，前報のとおりである．

また調査した住宅の属性，部屋の属性及び各住宅の調査

時の状況をそれぞれ前報中の ， ， に示す．Table1 2 3

1．測定対象物質

国立医薬品食品衛生研究所から提供された 標準VOC

品 物質中（異性体含む ，溶媒ピークや隣接するピ126 ）

ー ク と 重 な っ た ， ，n-Hexane 2-Methylhexane

， ， ，3-Methylhexane n-Heptane 3-Methylpentane

， ， ，2,4-Dimethylpentane Methylcyclopentane Cyclopentane

， を除く 物質2-Methyl-1-propanol Dimethoxymethane 116

しか定量出来なかった．従って， 物質を測定対象と116

した．

１福岡市保健環境研究所 環境科学部門.
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2．試料採取方法

平成 年度厚生科学研究資料 に基づく方法．試料13 １）

採取はシグマアルドリッチジャパン(株)製 をORBO91L

試料捕集管として用い， で 時間ポンプ吸100mL/min 24

引した．同時に自記温湿度計で温度，湿度を記録し，捕

集中の平均温湿度を求めた．

3．分析条件

試料作成 捕集管から活性炭を のねじ口バイ5mL

アル瓶に移し入れ， の二硫化炭素2mL

及び内部標準液( μ )Toluene-d8 100ng/ L

を μ 加えて 分間振とうし抽出2 L 120

した．

GC/MS HP6890/HP5973

J&W INNOWAXカラム

0.32mm 60m 0.25 m× × μ

GC/MS 1.0 L注入量 μ

1:20スプリット比

昇温条件 ℃( )→ ℃ → ℃→40 10min 3 /min 140

℃ → ℃( )5 /min 200 36min

注入口温度 ℃250

検出器温度 ℃250

検出法 検出法SIM

Ⅲ 結果及び考察

． について1 VOC

室内，屋外の気中濃度を に示す．空欄は定量Table1

Dibutylphtalate Blank下限未満である． については操作

の値が高かった．試料採取中や抽出中における汚染が考

えられ一斉分析は困難であると思われる． 物質中検116

Table1．Concentration of indoor and outdoor
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， ．出されたものは室内で 物質 屋外で 物質であった51 16

今回測定した 物質中，厚生労働省が指針値を定めて116

いるものは ， ， ， ，Toluene Ethylbenzene Xylene Styrene

， であるが，そのうちn-Tetradecane 1,4-Dichlorobenzene

1,4-Dichlorobenzene E 240が 住宅において指針値である

μ を超える μ 検出された．これは衣類用g/m 597 g/m３ ３

防虫剤の使用によるものと思われる．

暖房熱源として灯油を利用している ， 住宅はE H

， が比較的高濃度であAliphatichydrocarbons Cycloalkanes

った．

2．TVOCについて

TVOC 400 g/mは 厚生労働省が暫定指針値 として μ， ２）

を定めている．この暫定指針値は毒性学的知見に基づ３

いているものではなく，達成可能な値として設定された

ものであり，快適安全な室内空気質の状態を確保する上

での目安となるものである．そのため個別の 指針VOC

値とは性質が異なり，含まれる物質のすべてに健康影響

が懸念されるものではない．測定方法については，まず

スクリーニングとして で検出されるすべてのピGC/FID

ークを 換算し，暫定指針値を超えた場合はToluene

を使用し出来る限り個別物質の同定及び定量をGC/MS

行い，その他のピークは 換算値として求めるこToluene

ととなっている．今回，国立医薬品食品衛生研究所との

共同研究にあたり， 暫定指針値の妥当性を検討すTVOC

る目的があったため，揮発性有機化合物 物質の一斉116

分析を行った．その結果を用い， の の分類ISO TVOC

TVOC Table2 Fig.1規定に基づき を算出した．結果を ，

及び に示す． は測定していないので計算にFig.2 Acids

入れていない．今回測定した物質中 の の規ISO TVOC

定に入っていないものは， のAliphatichydrocarbons

， ， の2,4-Dimethylpentane 2,2,4-Trimethylpentane Terpenes

， ， の ， のCamphor Menthol Alcohols Ethanol Aldehydes

Table1．continued
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， ， ，Formaldehyde Crotonaldehyde Isovaleraldehyde

， ， ，Valeraldehyde Tolualdehyde Glutaraldehyde

， の ，2,5-Dimethyrbenzaldehyde Ketones Acrolein

， の ，Methacrolein Halocarbons 1,2-Dichloropropane

Chlorodibromomethane Chloroform Esters Methylacetate， ， の

18 Ethanol 21.3の 物質であった このうち は低い住宅で． ，

μ 高い住宅で μ （平均 μ ）であg/m 243 g/m 105 g/m３ ３ ３

り，住宅の中で比較的高濃度存在する物質であるといえ

る．また， ～ μ 存在した （平均17 48 g/m Formaldehyde３

μ ）も に含まれていない．35.6 g/m TVOC３

今回暫定指針値を超えたのは 住宅であった．中B,D,E

古住宅である 住宅は 及び であE Aldehydes Halocarbons

Tetrachloroethylene 1,4-Dichlorobenzene TVOCる が高く， ，

で μ に達した． はドライク974 g/m Tetrachloroethylene３

Fig1．TVOC of indoor and outdoor air

Fig2．Composition of TVOC of indoor air

Table2． Composition of TVOC
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リーニングで使用されたものが衣類中に残り揮散してい

るものと推察されるし， は主に衣類1,4-Dichlorobenzene

の防虫剤として家庭内で使用されたものと推察され，前

報でも報告しているように生活活動によって発生量が多

くなったものと思われる．

新築住宅である 住宅は であB Aromatichydrocarbons

， ， ， ，る が他の住宅より高くToluene Ethylbenzene Xylene

単独では指針値以下であったが にすると μTVOC 489

で暫定指針値を超える結果となった．g/m３

３同じく新築住宅である 住宅は が μD TVOC 531 g/m

Dであった その原因としては以下のことが推察される． ．

住宅は柱と一階床に檜椋材を使用していた．一般的に集

成材より椋材の方が の放散が少ないが，檜はVOC

の含有量が杉より高い．そのため， がTerpenes Terpenes

高くなったと思われる．また， の放散をFormaldehyde

嫌い 規格の合板を壁紙及び塗装なしで使用していたF1

が，天井とほとんどの壁を合板張りにしたため合板使用

量が多くなった．そのため， 及びAromatichydrocarbons

が高くなってしまったと思われる．また，Aldehydes

が 住宅中最も高く μ 検Aliphatichydrocarbons 8 103 g/m３

出された． は家具などからの放散Aliphatichydrocarbons

により比較的高濃度になりやすいが， 住宅は家具が少D

なく濃度が高かった原因は不明である．さらに， 住宅D

は高気密住宅であったことが， が高濃度になったTVOC

原因の一つと推察される．

また， 住宅も新築住宅であるが個別 濃度もC VOC

も低濃度であった．高温乾燥杉椋材を使用していTVOC

ること，高気密ではないこと，内装工事が気温の高い６

月から８月であったことで一種の 状態であったこBake

と，窓が大きく風通しが大変良いこと，家具も新規に購

入したものではないことなどの理由が考えられる．しか
３し， に含まれない は 住宅の μTVOC Ethanol E 243 g/m

に次いで μ と高くその他の住宅の 倍以上検193 g/m 2３

出された．

今回の調査で新築住宅は 住宅から 住宅であったA D

， ． ，が 濃度は > > > と大差があった 使用建材TVOC D B A C

住まい方による差が考えられるが，今後も追跡調査を行

い，より詳細な検討が必要と思われる．省エネルギーの

ためには高気密が望ましいが，快適安全な室内空気質を

作るためには換気を良くし，合板やビニルクロスをあま

り使わないことが望ましいと思われた．

今回， は を使用し の の規定TVOC GC/MS ISO TVOC

GC/FIDに基づいて算出した しかし 厚生労働省が示す． ，

では抽出溶媒である二硫化炭素が大きな妨害ピークとな

， ，ること の の分類規定には入っていないがISO TVOC

高濃度存在することが多い も として計算Ethanol TVOC

されること等の問題があると思われる．

Ⅳ ま と め

については， 住宅で が指VOC E 1,4-Dichlorobenzene

．針値である μ を超える μ 検出された240 g/m 597 g/m３ ３

これは防虫剤の使用によるものと思われる．

TVOC B 489 g/m D 531については 住宅が μ 住宅が， ，３

３ ３ ３μ 住宅が μ と，暫定指針値 μg/m E 974 g/m 400 g/m

を超える結果となった． 住宅は個別 では指針値B VOC

を超えなかったが， である，Aromatichydrocarbons

， ， が他の住宅より高かったToluene Ethylbenzene Xylene

ため 暫定指針値を超える結果となった． 住宅TVOC D

は合板使用量が多かったこと，高気密であること等が影

響したものと思われる． 住宅は 及びE Aldehydes

で あ る ，H a l o c a r b o n s 1 , 4 - D i c h l o r o b e n z e n e

が高く，生活活動により化学物質がTetrachloroethylene

増えたものと思われる．今回の調査結果から，省エネル

ギーのためには高気密が望ましいが，快適安全な室内空

気質を作るためには換気を良くし，合板やビニルクロス

をあまり使わないことが望ましいと思われた．さらに

や はドライクリTetrachloroethylene 1,4-Dichlorobenzene

ーニングや衣類の防虫剤によるものと推察され，快適な

室内空気質のためには住人の努力も必要と思われた．

また，厚生労働省が示す 測定方法の でTVOC GC/FID

は抽出溶媒である二硫化炭素が大きな妨害ピークとなる

こと， の の規定には入っていないが，高濃ISO TVOC

度存在することが多い も として計算されEthanol TVOC

ること等の問題があると思われる．
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